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マニュアル・キットの配布場所
健康福祉計画課（総合庁舎本館2階、☎5722－9689、■フ5722－9347）
福祉総合課（総合庁舎本館2階、☎5722－9385、■フ5722－9062）
高齢福祉課（総合庁舎本館2階、☎5722－9839、■フ5722－9474）
障害施策推進課（総合庁舎本館2階、☎5722－9848、■フ5722－6849）
北部包括支援センター(大橋1－5－1　クロスエアタワー9階、☎5428－6891、■フ3496－5215）
東部包括支援センター(総合庁舎本館1階、☎5724－8030、■フ3715－1076）
中央包括支援センター(中央町2－9－13　食販ビル内、☎5724－8066、■フ5722－9803）
南部包括支援センター(碑文谷1－18－14　碑小学校内南西側、☎5724－8033、■フ3719－2031）
西部包括支援センター(柿の木坂1－28－10、☎5701－7244、フ3723－3432）

　地震や大雨などの災害が発生したときに、身を守るための行動が困難な介護が必要なかたや障害があるかたなどを、災害時要配慮者といい
ます。配慮が必要なかたを災害時に取り残さないためには、支援体制の整備と、地域の皆さんの協力が欠かせません。

防災行動マニュアルがあります
障害があるかたや介護が
必要なかたのための

　要配慮者が災害に備えて日頃準備しておくべき
ことや、災害発生時に取るべき行動などをまとめ
ています。避難所の一覧・備蓄チェックリストな
どのほか、●❶～●❸を同封しています。

問健康福祉計画課要配慮者支援係　（☎5722－9689、フ5722－9347）

　動物は、私たちと同じく生きています。ペットとして動物を飼う
場合は、マナーを守り、責任と愛情を持って最期まで世話をする気
持ちが大切です。

野生動物は静かに見守って
　野生の鳥や動物にえさを与えると、生態系を荒らす原因となります。近寄ってきても、静かに見守りましょう。

9／20～26は動物愛護週間

動物も人も幸せな社会へ

やさしくしてね

　医療情報や緊急連絡先などを記入して冷蔵
庫に保管します。緊急の際は、駆け付けた救
急隊などがキット内の情報を確認し、迅速な
支援につなげます。防災行動マニュアル内に
ある防災手帳（上記❷）も一緒にキットの中に
保管し、災害時は持って避難しましょう。

防災・救急医療情報キットも
併せて活用しましょう

どうぶつ愛護シンポジウム
問公益財団法人日本動物愛護協会（☎3478－1886、フ3478－1887）
動物愛護週間中央行事ホ（コード②）から、オンラインで、「私たちがつくるペ

ットとのこれから」をテーマとした講演などをご覧になれます。
時9／25（土） ②

飼っている動物や小さな命の大切さについて、もう一度考えよう
問生活衛生課生活環境係（☎5722－9505、フ5722－9508）
パネル展のほか、区ホ（コード①）から、オンラインで、獣医師による適正飼養
の講演、動物愛護団体による音楽劇と絵本朗読などの動画をご覧になれます。
パネル展
時9／18（土）9：00～9／27（月）15：00　場総合庁舎本館1階西口ロビー

①

災害時に安否確認などを行うため
の対象者名簿を作成しています

　対象者名簿は、区と各地域避難所で保管しています。
　対象者名簿に登載されているかたのうち、警察署、消防署、民
生・児童委員、町会・自治会への情報提供に同意されたかたの情
報を登録者名簿に登録し、平常時の声掛けや見守りに
活用しています。登録方法など詳細は、区ホ（右コード）
をご覧いただくか、お問い合わせください。

災害が発生した際の避難場所や医
療情報、緊急連絡先、避難先で配慮
してほしいことなどを記入します。

❷ 防災手帳
～災害時個別支援プラン

緊急時や災害時に、周囲の人に
どんな支援が必要かを伝えるため
の携帯用カード。緊急連絡先や、
支援してほしい内容を記入します。

❸ヘルプカード
　風水害への日頃の備え
や、災害発生時の情報収
集方法などをまとめてい
ます。

❶ 防災行動マニュ
アル（風水害編）

■消防署　■警察署
■民生・児童委員
■ 区と個人情報保護に関する協定を
締結した町会・自治会ほか

平時　声掛けなどの見守り活動ほか
災害時　情報提供、安否確認ほか

●② 外部提供の
同意確認

●③ 同意書
の提出

●⑤ 支援 避難支援等関係者

高齢者や障害が
あるかたほか

避難行動
要支援者

区

●①名簿の作成 ●④ 名簿
情報
提供

最期まで一緒に
いてね

災害時要配慮者への支援～誰一人取り残さないために


